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労働状態推定のための視線情報応用可能性の調査 
 

出崎達也† 小板隆浩† 

 

概要：近年，リモートワークを取り入れる企業が急速に増えている．しかしリモートワークには目の届かない所でち
ゃんと働いているかわからないといった不安の声が多くあり，遠隔での労働状態を把握することが一つの問題となっ

ている．遠隔での状態を把握するための手段としてアイトラッカー等を設置し視線に関する情報から状態を分析する

研究がされているが、特別な機器を必要とする手法は配備に費用がかかり，手法の大規模な実践が困難となる課題を
抱えている．そこで本研究はアイトラッカーを使用せず視線情報を得る手法として PC等に備わった webカメラから

視線情報を予測する技術に注目し，この技術での視線予測精度を評価しながら労働状態の分類にアイトラッカーに代

わり用いることの可能性を調査した．  
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1. はじめに     

近年，リモートワークを取り入れる企業が急速に増えて

いる．しかしリモートワークには「目の届かない所で集中

して働いているかどうかわからないといった不安の声」[1]

があり労働状態を把握する方法が必要とされている．本研

究における労働状態とは広義には集中して働いているかど

うか，狭義にはどの程度集中して働いているかと定義する．

リモートワークにおけるワーカーの労働状態の把握方法は

企業によって各種方法がとられている[2]．例えば，マウス

が動いている状態で判断する簡単な方法があるが，マウス

を用いた方法では態度や業務に集中しているかわからず，

また恣意的に働いてるように見せることも容易である．既

存研究では，情報不足や偽装が容易であることを改善する

ために，腕に装着するウェアラブルデバイスから心拍数を

生体情報を得たり[4]，アイトラッカーを設置して視線情報

を得るなどといった方法が提案されている[3]．しかし，特

別な機器を必要とするものは機器の調達に費用が掛かり，

実際のリモートワーク環境での利用が困難であることが課

題となる．この課題の解決に対して，心拍数などに代表さ

れる生体情報は特別な計測機器を用いなければ予測するこ

とが極めて困難なのに対して，視線情報に関してはノート

PCなどに多く配備されているwebカメラからの映像から予

測が可能である．  

本研究では，リモートワークにおける労働状態の把握と

その手法に必要な費用の削減を目指して，webカメラから

の視線予測を用いて労働状態の把握について検討すること

を目的とし，そのためにPCを使った作業や作業以外の各種

行動での視線予測を調査した．  

2. 予備実験 

本研究では，webカメラの動画から視線情報を予測する

フレームワークとしてwebgazer[5]を使用した．webgazerはブ

ラウン大学が行った調査をもとに開発されたユーザが画面

のどこを見ているかという視線を予測するアプリケーショ
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ンであり，webサイトに付属させwebサイトのどこを見てい

るかを調査する．webgazerの特徴として，マウスをクリッ

クした際，ユーザがカーソルをクリックした点を注目して

いると仮定して学習を行い予測をリアルタイムで改善して

いくことと，また予測に際してカーソルの現在位置を大き

な情報源としていることがあげられる．後者についてはカ

ーソルを動かすと予測もそれを追従するような動きを見せ

ること，またカーソルから遠い場所を見ている場合でもカ

ーソルに近い位置を予測することがあげられる．この

webgazerの予測精度について本実験の前に予測精度を評価

するための予備実験を行った． 

 予備実験では，画面を2×2に十字に均等に分割した4つの

各領域についてそれぞれ10秒間見つめ，その間予測された

視線位置が領域にとどまっている割合を調査する．また，

3×3，4×4，5×5の場合も同様の手順で行った．図1は3×3の画

面分割の例を示す．実験は十分に学習した上で行い，カー

ソルの仕様を考慮して凝視している間マウスは画面中央か

ら動かさないこととした．2×2から4×4までの実験の結果を

表1から表3に示す．表は画面の各領域が表に対応した形式

となっており％表示（小数点以下四捨五入）となっている．

表2で例を挙げると図1で1と割り振られた左上の領域では

91%となっている．表1から表3を見ると2×2，3×3までは全

ての領域において9割近い精度となっている．4×4では5割

を下回る精度の領域が現れ始めている．また表3，表4を見

ると外周ほど精度が低い領域が多くカーソルを中央に置い

たのが原因である． 

 

 

図 1 3×3 の画面分割の例 
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表 1 2×2 の場合の各領域の精度(%） 

98 100 

100 10 

表 2 3×3 の場合の各領域の精度(%) 

91 100 89 

99 92 97 

91 92 100 

表 3 4×4 の場合の各領域の精度(%) 

54 73 79 49 

92 89 98 77 

53 100 96 76 

47 89 69 56 

3. 評価実験 

3.1 実験について 

webカメラからの視線予測を用いて労働状態の把握につ

いて検討のために評価実験を行った．評価実験は一人を対

象に作文やデータ入力などの作業と動画視聴やweb閲覧な

どの作業以外のPC使用も含めた行動について視線と作業

内容を長時間計測する． 

予備実験の結果を考慮し，視線の予測データそのもので

はなく図1のように3×3のグリッド分けし，それぞれに図1

の数字の通りに左上から領域1，領域2と各領域に番号を割

り振り，そこに画面外も加えた10の領域について解析した． 

3.2 実験結果 

表 4 には画面を見ている割合を変えた時の各行動ごとの

webgazer の画面外を見ていたと予測した割合を，表 5 には

一部抜粋した各行動での領域ごとの予測された注視時間割

合を示す．表 4 では，「定期的に画面から目を外す」が唯一

1 割を超えており，画面外を見ていたと予測される割合が

高く，他はこれよりも低い割合となっている．表 5 では入

力作業以外では一つか二つの領域に視線が集中している． 

表4での結果について，これはwebgazer側の仕様として画

面外を見ていることがあまり想定されていないため，画面

外へと移動した視線の動きは捉えても，その後視線予測が

画面内に戻るという特徴があることがわかった． 

表5での結果について，一つのアプリに集中している際

の視線は一か所に停留する傾向がみられた．動画視聴は動

画のある領域2に，作文では領域5に集中している．またス

クロールを必要とする行動では二つの領域に集中していた．

web閲覧においては，領域5と領域6に，表に乗せてないweb

閲覧行動における注視領域の組み合わせでは領域2と領域3,

領域8と領域9などの組み合わせの領域に集中した．主に画

面の下二つの領域に集中しスクロールでは下から新たな情

報が上がってくるため自然とした画面に視線が集中する． 

 表 5 に関する，もう一つの特徴として列に対する視線移

動と行に対する視線の移動量の差があげられる．昨今の PC 

表 4  画面外を見ていた時間の割合(%)  
画面外を見ていたと予測した割合 

画面から目を外す 3.7 

定期的に画面から目を外す 16.0 

集中して見ている 1.3 

表 5 各行動の領域ごとの注視時間割合(%) 

領域 動画視聴 web閲覧 作文作業 入力作業 

1 4.1 1.0 1.0 6.4 

2 81.5 7.1 3.1 14.2 

3 9.8 6.3 0.3 6.0 

4 0.3 2.1 17.8 6.5 

5 2.3 31.4 43.7 13.6 

6 1.0 42.9 20.1 21.1 

7 0.0 1.0 0.9 2.3 

8 0.0 2.6 4.8 3.2 

9 0.4 3.4 2.0 8.0 

画面外 0.6 2.2 5.8 18.3 

アプリは上から下にスクロールするのが基本でありその結

果として縦長のウインドウとなっている．この仕様が影響

するため，一つのアプリを使用している際はほとんど一つ

の列に視線が集中した．表 5 において動画視聴では左から

1 列目のの領域に，web 閲覧と作文では真ん中の列に集中

しているが，データの確認と入力を別々のウインドウで行

う入力作業では視線が分散する結果となった．また入力作

業以外でも動画を見ながらの作業でも同様の特徴がみられ，

ながら作業の検出が可能である． 

4. まとめ 

 労働状態推定において視線情報の応用可能性を調査し，

いくつかの特徴と応用可能性を示した．今後の展望として

視線情報単一ではなく，アクティブタブログなどの操作情

報と組み合わせてより情報の詳細化を目指していくことが

あげられる． 
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